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1. はじめに 

 近年のコンピュータのユーザインターフェイ

スは，直感的な操作を可能にするデザインを提

供しながらも，一方で熟達者にとってそのカス

タマイズはよりアドホックな形をとり，次第に

困難なものとなってきていると考えられる．本

報告では，近代抽象画を代表するオランダの画

家，ピエト・モンドリアンの作品に触発された，

機能を持った四角形のパネルで画面を埋め，直

感性とカスタマイズの可能性という，相反する

機能を両立させ，さらにその両立そのものが新

たなデザインとなり得るエンタテイメントシス

テムをオープンソース OS の改変を通じて実装す

ることを目指す． 

 

2. MondOS 

 本研究で制作したグラフィカル・ユーザ・イ

ンターフェイス(以下 GUI)を持つ OS を，モンド

リアンにちなんで MondOS と名付けた．この開発

には『30日でできる！OS 自作入門』 で使用され

ているオープンソース OS を用いた． この OS を

使用した理由は GUI およびカーネルの変更が，

他の GUI を持つ OS よりも比較的簡単に行うこと

ができるためである．MondOS の外観はモンドリ

アンの絵画をモチーフとしており，画面は四角

形のパネルと線で埋め尽くされている．これら

のパネルおよび線ひとつひとつがオブジェクト

として相互作用することで処理を行う．処理の

一例を挙げると，マウスポインタを操作するこ

とでオブジェクトを交換・生成・消去や，オブ

ジェクトの持つメソッドの動作を指定すること

が可能である．これらの動作は直感的でありな

がら MondOS を画面上でカスタマイズしていると

いえる． 

 

 

 

 既存の GUI は，たとえばトラックパッドのス

ワイプやタブレットにおけるジェスチャーなど，

ユーザの直感に直に働きかける動作が主流にな

りつつある．しかし，一方でこれら完成された

OS ではカスタマイズ機能は重視されておらず，

むしろその直感的な所作を OS が規定していると

捉えることもできるのではないだろうか．つま

り，カスタマイズ性が無くなるということは，

同時にユーザ個々の多様な直感性が入り込む余

地を失うことも意味しているといえる．直感的

な操作が可能な OS は一方で直感のあり方をユー

ザに一方的に与えることにもなってしまう．こ

の状況に着目し，視覚的情報をあえて制限する

ことによる，OS の外観およびその全体像が簡易

にユーザによって変更可能な GUI をもつ MondOS

の制作を行なった． 

 

3. モンドリアンの絵画 

 モンドリアンの絵画は水平線と垂直線，およ

び赤・青・黄の三色で構成されている．この表

現手法は，キュビスムの目に見える世界を元に

別の世界を構築するという考えに強く影響を受

けたものであり，自然の世界から主観にも客観

にも左右されない，普遍的な要素を取り出すこ

とを目的としている．この考えを，モンドリア

ンは新造形主義として提唱した．つまり，新造

形主義は現実世界における様々な中間色を原色

の集合へと還元し，また，多様な境界面を大小

の四角形へと変換することで，普遍的な要素の

みに抽象化された世界観を構成した．それは抽

象化された世界の向こう側に，観る人にとって

新たな世界観を構築する余地を持っていると考

えられる．つまり，新造形主義は，あえて情報

を制限することで他の干渉を受けず，直観性を

束縛しないデザインであると言える．抽象画が

持っている，観る人の世界観を再構築可能な側

面を，OS の GUI におけるカスタマイズ性という

概念と類比させたことが本 OS を開発する端緒と

なっている． 
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4. GUI としての画面の構築 

 本 OS における GUI は四角形のパネルと線によ

って構成されており，その個々が独立したオブ

ジェクトとして機能する．四角形のパネルは7種

類の色のいずれかに塗り分けられ，各辺はパネ

ルのデータメンバとして扱われ，黒線で表示さ

れる．パネル同士が重なり合うことはなく，ユ

ーザはマウスポインタでパネルをクリックする

ことで，そのオブジェクトのメソッドを実行す

ることができる．メソッドの動作は四角形個々

の色によって異なる．色とメソッドの働きの対

応は以下である．赤-コマンドプロンプト起動，

青-線の表示の有無，黄-パネルの座標の交換，

緑-パネルをひとつ残しその他全てを削除，紫-

パネルを黄金分割，水色-全パネルの状態を基に

パネルを分割，白=無し．MondOS のスクリーンシ

ョットを図1に示す． 

 

 
図 1 MondOSのスクリーンショット 

 

4.1 新しいパネルの生成 

 パネルの辺のいずれかをマウスポインタでク

リックすることにより，クリックした箇所と反

対側の辺に対角点が表示される．ユーザはマウ

スポインタを動かし，相対する点上の箇所でマ

ウスを開放することで，四角形が二分割され，

新たなオブジェクトが生成される．また，紫色

の四角形がクリックされると，その四角形は6分

割される．例えば，クリックされた四角形が縦

長の長方形である場合，新しく生成される四角

形の縦×横の長さは黄金比の近似値である

1:1.618の長さを持つ．逆に四角形が横長の長方

形である場合，その逆の1.618:1の長さを持つ． 

 

4.2 パネルの消去 

 パネルはマウスカーソルを使用して，隣接す

る X 軸あるいは Y 軸上で共通する辺の長さを持

つパネルを吸収することができる．クリック時

のパネルと，マウスを解放した時のパネルが上

記の条件を満たした場合，後者のパネルは削除

され，前者のパネルの大きさは後者のパネルを

取り込んだ大きさに変化する．また，緑色の四

角形をクリックすると，そのパネルの大きさは

画面全体の大きさに変化し，それ以外に存在す

る全てのパネルを消去する． 

 

4.3 パネルの変更 
  マウスカーソルは8種類の色のいずれかに塗

り分けられ，パネルをクリックした時の色によ

ってオブジェクトの扱いを変える．色の種類は

四角形の色に使用する7色に加え，灰色がある．

マウスカーソルとパネルとが同色であるか，マ

ウスカーソルの色が灰色である場合はオブジェ

クトのメソッドを機能させる．その他の色であ

ればクリックされた四角形の色を変更する．例

えば，マウスカーソルが赤色で，四角形が青色

であれば，四角形の色は紫色へと変化する．こ

の色同士の組み合わせは，RGB カラーモデルに触

発されている．また，マウスカーソルの色が白

色であれば，四角形の色は白色となる．また，

黄色の四角形がクリックされると，画面全体に

存在するパネルの座標同士が交換される． 

 

5. まとめ 

 現在普及している GUI を持つ OS は，直観的

な操作をユーザに提供しつつも，ユーザ自身の

手によるカスタマイズの自由は失われつつある．

そこで，本研究では新造形主義の提唱者である

モンドリアンの絵画をモチーフとした GUI を持

つ OS を製作した．このデザインを使用したこと

は，あえて視覚的な情報を制限することにより，

直観性と束縛せず，かつ自由なカスタマイズが

可能な GUI の実現を目指したためである．今後

の発展としてタッチパネルを使用可能とするこ

とによる更なる直観性の向上と，本 OS がカスタ

マイズ性を担保しているかについて科学的実証

を重ねながら発展させていく． 
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